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双曲割引（異時点間の選択に関する行動経済学） 

 

 現在と将来の消費を選択する問題を考える。 

 まず２期間には，現在（０期）と将来（１期）の消費に対する選好を， 

 

( ) ( ) ( )1010 , cucuccU δ+=  

 

とする。下図のように，予算制約式と無差別曲線が接する点が選ばれる。 
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 計画期間が無限の将来まで続く状態を考えよう。 
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のような選好は，指数割引（exponential discounting）と呼ばれる。t 期先の効用にかか

る係数は割引因子（discount factor）と呼ばれ， tδ で表される。この選好から導かれる

選択は，０期に選択した計画が１期以降に選択した計画と等しくなる。これは時間整合

的（time consistent）と呼ばれる。 
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 Ainslie (1992)による双曲割引（hyperbolic discounting）は，将来の割引因子が ( )tα+11

となる。このとき， 
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となるので，双曲割引での選択は時間整合的ではない。 

 Laibson (1997)は準双曲割引（quasi-hyperbolic discounting），あるいはβ-δモデルと呼

ばれる選好を考えた。これは， 
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で表される。これを変形すると， 

 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )[ ]...1 2
2
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となるので，右辺第２項の時間整合的な選好よりも，現在の消費に重きを置くことを示

している。 

 McClure et al. (2004)は，fMRI によるデータによって，瞬時の報酬に関する判断は中脳

ドーパミン神経系から大脳辺縁系が活性化されるのに対して，異時点間の選択は，前頭

前皮質外側部と後頭頂皮質が活性化されることを示している。このことから，同時点の

選択と異時点間の選択が脳の別の個所でおこなわれていると推測している。ただし，

Bernheim (2008)で指摘されているように，この結果は準双曲割引が成立することを立証

したものではないと解釈するのが適当である。 

 McClure et al. (2007)は，第１項（βシステム）は中脳ドーパミン神経系に，第２項（δ

システム）は前頭前皮質・後頭頂皮質に関係すると推測している。β =1 となる効用は，

前者を無視して，後者にのみ依存することを意味する。前頭前皮質は行動計画を組み立

て，実行の判断をおこなうと考えられている。 

 

 準双曲割引のもとでの選択は，時間整合的ではないことを，３期間のライフサイク
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ル・モデルで示す。各期の選好が消費の対数関数で表され， 
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となるとする。各期の予算式は， 
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となる。まず，０期に上の選好から導かれる選択は， 
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となる。 

 一方，１期での選好 

 

211 loglog ccU βδ+=  

 

から導かれる選択は， 
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となる。１期と２期での消費は，０期での選択とは違う値となる。１期に選択した１期

の消費が，０期での計画よりも大きくなっている。 
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